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たくさんの/ひとつの 響き
01. ⼤ホール空間の転換と拡張  ~みんなでつくる場~ 04. 各種素材について

05. ホール壁の開⼝と遮⾳02. ⽇常的な活動と溶け合う災害⽂化 ~⽴体的に広がる関係性~

03. 仙台の杜から学ぶ ~100年後のランドスケープ~

市⺠協働によって、まちで育っ
てきた仙台の⽂化芸術活動。
プロとアマが共存し、年齢制限
が無く、国内外から様々な参加
者がいる、⾳楽を通じて開かれ
たつながりこそが、仙台で育ま
れてきた、⼈と⽂化の価値ある
関係性であると⾔えます。

災害⽂化の発展を担う中⼼施設として、東北地⽅の被災
地への軸線上に、多様な活動の場を計画します。ここで
創造される⽂化芸術が、建物そして街を超えて拡がってい
くことを期待するとともに、実空間では被災地との距離
や⽅位を⽰すサインを計画します。

伊達政宗が築いた仙台城は、崖や裏⼭など、すで
にある場所の特性を踏まえた都市空間を作り出し
ていました。また、各屋敷の庭に植えた⽊々の集ま
りが、やがて杜の都を築いたように、時間を掛けて
周囲の環境と調和していく視点を、本計画に取り
込みます。リジェネラティブデザインの考えの下、
時間を掛けてこの場所の環境に調和していくこと
で、100年後のランドスケープをデザインします。

コンサート時のサラウンド型、合唱コンクール時の
プロセニアム型、オペラそして舞台演劇時の計4パ
ターンの転換に加えて、⼤ホール壁を開放すること
で建物全体がサラウンド型の劇場へ拡張すること
を⽬指します。⼤ホール壁の開放は、3⽉11⽇のメ
モリアルコンサート時など、年に数回を想定し、建
物全体での⼀体感、⾳楽を介して5000⼈規模の⼈
々が緩やかにつながる時間を創り出します。

多様な主体が利⽤・交流し、災害⽂化を創造する
場とするために、①認知 ②創造 ③実装 ④発信 の
機能をグラデ―ショナルに配置し、活動の有機的
な連動を図ります。災害⽂化エリア全体が、⽴体的
に開かれた場として構成されることで、⽂化芸術や
ロビーに関するプログラムが溶け合います。東⽇本
⼤震災という出来事と、来場者ごとの⼼の距離に、
選択肢が⽣まれるような建物計画を図ります。

災害⽂化にまつわる活動を⽀えるスラブを、被災地の⽊材で仕上げます。
⻘森のヒバ、岩⼿のカラマツ、福島のナラなど、ホールを超えて響く⾳が、
被災地の空気や⽔分を含んだ⽊材に触れることを狙います。

地⾯から浮かせて外構の床をつくることで
⼟が時間をかけて回復し、微⽣物が育ち、
健全な樹⽊の成⻑につながります。

配置兼1階平⾯イメージ図 1/600

桜の⼩径へのアクセス性を
⾼める外構床

駅への向かう道に
⽂化芸術活動が顔を出す

駅から⾼校への新たな通学路を想定した
桜の⼩径と連続した外構計画

駅の出⼊⼝まで伸びる庇

イベント時の混雑や滞留を⾒越して駅前
に屋外広場スペースを確保

外構床の際につけた
庇下のキッチンカー

⾞道を横断せずに建物にアクセス
可能な思いやり駐⾞場

搬⼊動線と関係者⽤動線は
⼀般⾞両動線と別の敷地出⼊⼝を確保

舞台客席は奥舞台およ
び側舞台の迫りに収納

舞台客席⽤の天反の⼀
部はフライ部分に収納

搬⼊⼝付近に⼗分な⼤きさ
の上⼿と倉庫を確保

舞台床と同じ⾼さで
搬⼊⼝を計画

2階客席下のスペースを
⼦ども鑑賞エリアとして開放

天気の良い⽇は屋根下
広場にテラス席を設置

駅⽤駐輪場を敷地に取り込み
アクセス性を改善

⼤⼩ホールそれぞれの楽屋事務室を
地下に計画しセキュリティを確保

災害⽂化エリアは⼤きな吹抜空間
を通じてロビーとつながる

⾳楽リハと災害⽂化をつなぐ
⼤階段ロビー

駅前のエントランス広場を囲む
2階テラス

⽴体的に活動が出会う吹抜
に⾯した楽屋ラウンジ

多くの楽屋を外気に⾯する場所に配置し
周囲の杜を望めるように計画 運営エリアの執務スペースは

2階の搬⼊⼝直上に集約することで
機能性を⾼める

⼤ホールと⼩ホール両⽅の壁を
開放しつなげることができる

舞台壁も開放可能
楽屋と劇場もつながる

⼩ホール2階テラス席を舞台側
にも回し、⼀体感を⽣む

演⽬の間にビュッフェの軽⾷を広瀬川⽅⾯
に向けた屋外テラスで堪能

⼤ホールホワイエの⽚隅にも
災害⽂化の発信スペースを確保

断⾯図イメージ図 1/600

⼭側の屋上は⻘葉⼭の林緑の植⽣、川側は芝類をベースと
した低茎草地とし、周囲の⽣物のエココリドーをつくります。

1. 適材適所の構造計画
⼤ホールの壁柱とスラブ⾯は、耐久性、耐震
性、⾳響性能に優れたRC造とし、フライタワ
ーは鉄⾻トラスで構成します。

2. 場所ごとに異なる柱径
耐震壁以外のスラブを⽀持する柱は、内外
のつながりを阻害しない細径の鉄⾻柱を、
負担⾯積に合わせて最適化して⽤います。

3. 施⼯性を考慮した基礎構造
マットスラブとすることで掘削量を低減し、
⼯期短縮を図ります。

⼤ホールの壁柱間を⼤扉で構成します。⼤扉は⽚開き⼾とし、壁構成や扉
間の納まりを⼯夫することで、閉鎖時の遮⾳性能を確保します。

各部屋ごとに遮⾳ラインを取り、部屋間での⾳の⼲渉を防⽌します。

客席は、被災地から
集めてきた⽊材を
下地として、仙台の
伝統⼯芸である「⽟
⾍塗」を⽤い、シート
⽣地は「仙台平」を
使⽤します。

現況敷地の広場的特性を引き継いだ計画とすることで、
⻘葉⼭エリアの⽞関⼝として⼈々を迎え⼊れ、周辺施設
へ回遊するための機能を担います。

御裏⼭

⻘葉⼭

本丸

東の断崖
懸造

三の丸

武家屋敷の樹⽊

活動の場を⽴体的に積み上げ、地⾯レベルを開放します。

広瀬川

電源（コンセント）

ケヤキ／イヌシデ
など

シバ

浸透による
⾬⽔の地下涵養

様々な活動を育む単位：「ステージスラブ」

多様な活動が共存し響き合う ひとつのことを創り出し拡がる

⽇射反射塗料により
無駄なオーバーヒートを防⽌

屋上緑化により快適な
屋外環境の創出

天反の折曲げや幕のたくし
上げによりフライ⾼さを圧縮

太陽光発電による創エネ

建築⾯積の1/8以内の範囲
で30mより⾼い塔屋を計画

球形ボイド利⽤したフラットスラブ

ホールの空調は快適性が⾼く
効率の良い居住性空調を採⽤

基礎はマットスラブとすることで
掘削量を低減し⼯期短縮を図る

外構床はGL+1000程度とすることで
駅の出⼊⼝から段差なくアクセス可能

■設備⽅針
・建物形状を⽣かした採光、換気などの⾃然エネルギーを最⼤限活⽤
・庇による⽇射遮蔽と⾼断熱ガラスによる外⽪性能の⾼い建築計画とし、⾼
効率設備と組み合わせてZEB Ready基準を達成
・屋上は場所と景観に応じて屋上緑化、反射性塗料、太陽光発電を配置
・電気室、熱源機械などの施設は２階以上に設置し、⽔害リスクを軽減

桜の⼩径と連続した外構計画により
広瀬川へのミズベリングを創出

⼯事期間の短縮とコストメリットを考え
最⼩限の地下駐⾞場を計画

①⼤規模コンサート
席数：2100席

：ステージ

エントランスロビー
全ての⼈に開かれた広場、様々な活動に迎えられる

駅側外観
被災地の様々な場所から集めてきた材⽊で構成された軒天が⼈々を迎え⼊れる

中⼼部震災メモリアル拠点
災害⽂化事業どうしが独⽴しながらもつながり合う

広場エリア
様々な活動が響き合う⽂化芸術の交流ロビー

仲の瀬橋からの眺望
細分化したスラブがホールのヴォリューム感を軽減する

⼤ホール内部空間
ホール壁が開放されることで、施設全体が⾳楽を通じて拡がっていく

⾳楽リハーサル室
仙台フィルの演奏、ロビーの⼤階段が観客席になる

屋外広場
⼀階床と連続した外構床を張ることで、屋内の活動があふれ出す

クワイエットスペース
上階のテラス際で広⼤な⾵景に開かれた静かな居場所を作る

市⺠のグループ創作活動を
覗けるホワイエ

エントランスロビーに⾯した
災害⽂化の顔

ホワイエに⽴体的に拡がる⼯房エリア

⼤ホール客席にもなる
3階ホワイエ

来場者を安全に迎え⼊れる
庇スラブ

ビオトープのある
屋外楽屋ラウンジ

既存の街路樹と⾒合う
仙台フィルの拠点

舞台裏からホールを望む
楽屋テラス演者と観客が交流できる場所

⻘葉⼭と仙台城に開かれた
屋外テラス

⾳楽ホールと災害⽂化の
ロビー客席

災害⽂化に触れる
学びのステージ

周囲の⽣態系とつながる
エココリドー

⾳楽と災害⽂化が交流するホワイエ

東北、世界へ響かせる
杜の都の⼤ホール

駅から来る⼈々を引き込む迎え庇

③舞台演劇
席数：1310席

A. ⾳楽を披露する

E. 映像を鑑賞する

D. レクチャーを開催する

G. 関係性が⽣まれる

B. 製作物を展⽰する F. ひとりで読書する

C. ⼈や活動を迎え⼊れる

②合唱コンクール
席数：1810席

⽟⾍塗
出展元：東北⼯芸製作所

仙台平
出展元：仙台平

④オペラ
席数：1150席

00. 多様な記憶と活動がつながる場所

⑤メモリアルコンサート
建物全体を劇場とする5000⼈規模の場

ワーキングチームと協働し、施設を超えた発信事業に取り組みます。

災害拠点としてのメモリアル性
沿岸部を想うきっかけとなる建築的仕掛けを施す

壁柱
800×4000開閉扉

（ピポットヒンジ）

東⽇本⼤震災をはじめ、広域的で複合的な出来事は、
⼀括りにできない固有の経験として刻まれます。私たち
は、その推し量れない多様さの先に、個を重んじながら
連帯していく重要さを学び、未来へ歩みを進めてきまし

た。「多様な活動が共存し響き合う」ことと「ひとつのこ
とを創り出し拡がる」ことが連鎖していくことで、過去と
未来がつながり、⼈を、⽂化を、まちを育んでいく、杜の
都の新たなシンボルをつくります。

災害⽂化を⼤ホール周りに広げることで
⾳楽と災害⽂化の交流を促します。

主要階（2階）平⾯イメージ図 1/600

4階   4,384㎡
3階   4,812㎡
2階   6,280㎡
1階 10,320㎡

地下1階 5,682㎡

延床⾯積 計31,388㎡

地階平⾯図 1/2000
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